
	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　１．初期支援（はじめのかかわり）

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）


◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	6
	6
	1
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※面談から契約、利用開始まで短期間であったり、情報収集が難しいケースについて、職員が事前に確認したい情報については管理者に事前に報告し重点的に情報収集を依頼する。また、職員も関わる中で得た情報を共有し、ご家族やキーパーソンに確認するなどし、初期支援をスムーズに行えるようにする。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・事前情報について、不明点については管理者へ質問して追加で情報収集し、職員への情報提供を行なっている。又、本人と関わる中で得た情報は申し送りノートを活用したり小規模会議で話し合ったりする事ができている。
・ご家族とも連携を図り、疑問点などはお互いにやり取りをし、解消できるよう努めている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	本人の情報やニーズについて、利用開始前にミーティング等を通じて共有していますか？
	6
	6
	1
	0
	13

	②
	サービス利用時に、本人や家族・介護者が、まず必要としている支援ができていますか？
	6
	7
	0
	0
	13

	③
	本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通いでの声掛けや気遣いができていますか？

	7
	5
	1
	0
	13

	④
	本人を支えるために、家族・介護者の不安を受け止め、関係づくりのための配慮をしていますか？
	6
	6
	1
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・利用前に情報シートでの情報確認や管理者からの面談時の様子を聞いたりする事で、利用当日にスムーズに利用者様に対応できるよう心掛けている。
・利用初期の利用者様との関わりを積極的に行ない、ご本人とのやりとりの中で情報取集や不安がないか等の確認を行なっている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・勤務シフトもあり利用前に職員が集まってのミーティングは困難である。一人ひとりが意識を持って事前情報などの確認や情報収集する必要があるが、就職して間もない職員などは、まだまだ情報収集に不慣れな部分もある。
・事前に得た情報と実際に対応した結果、情報に差異があり戸惑う事もあった。特に一人暮らしの方のサービス導入については自宅での生活状況の把握に時間がかかる事があった。



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・初回の利用相談があった時点で管理者より職員へ段階的に情報提供を行なう事で、利用までの情報収集を情報シートを確認するだけではなく、シート作成時点で確認したい事などを介護員や看護師と管理者間で共有し、利用者様やご家族から事前に情報を得られるようにする。




事－①


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
２．「～したい」の実現（自己実現の尊重）

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	8
	5
	0
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※集団で行なうレクリェーションも大事にしつつ、個別に行える活動についてもミーティングで話し合い、利用者様個人が望む個人活動や要望をもっと叶えられるよう検討し、支援を行なっていく。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・利用者様の普段の活動の様子から積極的に行なえる活動などを、職員同士で情報共有する事で個別対応での活動も利用者様の希望に沿って行えている。
・職員が情報を集め、身近にあるもので行なえる活動など、利用者様が飽きないよう極力新しい活動を取り入れるよう努めている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	「本人の目標（ゴール）」がわかっていますか？

	5
	8
	0
	0
	13

	②
	本人の当面の目標「～したい」がわかっていますか？

	5
	3
	0
	0
	13

	③
	本人の当面の目標「～したい」を目指した日々のかかわりができていますか？

	6
	7
	0
	0
	13

	④
	実践した（かかわった）内容をミーティングで発言し、振り返り、次の対応に活かせていますか？
	8
	4
	1
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・自宅での生活を視野にいれ、事業所でも在宅生活に即した利用者様への関わりや介助を意識して行なっている。
・今年はお孫さんの結婚式に利用者様が参加する事をお手伝いできたケースがあった。
・様々な活動について、利用者様が苦手な事でも少しの助言や手伝いをし、利用者様が達成できた時は一緒に喜び、できる事、得意な事を増やしていけるように努めている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・職員同士が利用者様やご家族の要望に基づいてケア方法の統一や、関りなどを情報共有しながら対応を行なっているが、どうして今の対応が必要か理解できている職員とそうでない職員がおり、意識の統一が必要だと思う事がある。
・利用者様の意思が確認できない方もおり、そういった方への対応について難しさを感じる事がある。



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・利用者様とのコミュニケーションを大事にし、その中で得た情報をミーティング等で話し合う事で利用者様個人の生活や目標に応じた介助や活動を提供できるように検討し、支援を行なっていく。












事－②



	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　３．日常生活の支援

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	8
	5
	0
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※支援の為に必要な情報など、管理者を通してだけでなく、職員それぞれがご家族との信頼関係を構築し、ご家族とのやり取りのなかからも情報を聞き出し、共有する事で利用者様本人の支援へと活かしていけるようにする。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・送迎の際などご家族とのコミュニケーションも意識して行ない、自宅での様子や変わった様子がないかなど確認をしている。その情報を職員が共有する事で利用者様の少しの変化やご家族の変化などにすぐ対応できるよう心掛けている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	本人の自宅での生活環境を理解するために「以前の暮らし方」が10個以上把握できていますか？
	3
	6
	4
	0
	13

	②
	本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ等の基礎的な介護ができていますか？

	9
	4
	0
	0
	13

	③
	ミーティングにおいて、本人の声にならない声をチームで言語化できていますか？

	5
	7
	1
	0
	13

	④
	本人の気持ちや体調の変化に気づいたとき、その都度共有していますか？

	10
	3
	0
	0
	13

	⑤
	共有された本人の気持ちや体調の変化に即時的に支援できていますか？

	8
	5
	0
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・積極的に利用者様との関わりを持ち、何気ない日常会話から本人の内心などの気持ちを理解するよう努め、気付いた時には職員同士確認し、必要な事は情報共有を行なっている。
・利用者様個々の介助方法について、職員が統一した方法で介助できるようミーティングで確認し、不安な際は職員同士確認しながら対応を行なっている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・①「以前の暮らし方」について全ての利用者様の過去の暮らしなどを把握できている訳ではない。
・臨機応変の対応が求められる小多機で、利用者様の声にならない声をしっかり言語化できているか疑問に思う事がある。（本人がその対応を望んでいるのか等）



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・ミーティングにおいて利用者様一人ひとりの状況や状態、ご家族の困りごとを職員間で確認する。不明な点などは本人やご家族に確認を行ない、事業所での支援だけではなく、自宅での生活やご家族の対応などの助言が行えるように支援していく。


事－③




	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　４．地域での暮らしの支援

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	7
	6
	0
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※訪問サービスについて、利用者様やご家族からの依頼だけではなく、事業所で気付いた必要な支援については事業所から提案し訪問サービスを利用する事で、利用者が自宅で過ごせる時間を増やせるよう支援していく。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・ご家族とも情報を共有し、利用者様の自宅での生活状況の把握に努め実際に職員が自宅に訪問サービスに伺うだけではなく、メモや電話なども使用し、利用者様に合わせた対応を行なっている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	本人のこれまでの生活スタイル・人間関係等を理解していますか？

	5
	7
	1
	0
	13

	②
	本人と、家族・介護者や地域との関係が切れないように支援していますか？

	8
	5
	0
	0
	13

	③
	事業所が直接接していない時間に、本人がどのように過ごしているか把握していますか？
	4
	7
	2
	0
	13

	④
	本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域の資源等を把握していますか？

	5
	6
	2
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・ご家族だけではなく、利用者様によっては地域の方や昔からのご友人の方などにも可能な範囲で手伝ってもらいながら対応しているケースもある。
・夏や冬など時期によって心配な際は、訪問サービスや送迎時に自宅での生活状況などを確認するようにし、利用者様本人やご家族とも相談しながら本人の過ごしやすい環境作りに努めている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・地域との関わりや人間関係が希薄な方などに新たな関係性を作りだす事が難しいケースも珍しくない。
・訪問サービスについて以前より様々な要望が増えている。もっと訪問サービスに力を入れられると自宅で過ごせる時間が持てる利用者様もいると思う。



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・利用者様と職員の信頼関係を構築する事でより訪問サービスを充実させていけるよう、ご家族が不在時の安否確認や必要な訪問サービスの提案を行ない、利用者様が自宅で過ごす事ができ、また、その様子を確認できるよう体制を整え支援を行なっていく。








事－④


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　５．多機能性ある柔軟な支援

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	7
	6
	0
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※利用者様の自宅での生活状況やご家族の状況把握に努め、気になる事に関しては確認を行ない、利用の提案など行なえるよう体制を整える。また、管理者やリーダーが事前に把握している情報をもとに、予測できるものに関しては利用の変更などどう対応するべきか職員で共有する。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・利用者様やそのご家族の状況について細かに情報共有する事で利用の提案について職員が意見を出したり、急な利用の変更についても管理者、リーダー以外職員の判断で対応できる事が多くなった。
・ご家族からの相談などについて職員間で連携を図り、継続的な対応を行う事が以前よりも行えている。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	自分たち事業所だけで支えようとせず、地域の資源を使って支援していますか？

	6
	7
	0
	0
	13

	②
	ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥当適切に提供されていますか？

	8
	5
	0
	0
	13

	③
	日々のかかわりや記録から本人の「変化」に気づき、ミーティング等で共有することができていますか？
	9
	4
	0
	0
	13

	④
	その日・その時の本人の状態・ニーズに合わせて柔軟な支援ができていますか？

	9
	4
	0
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・利用者様やご家族の状況に応じて臨機応変に利用の追加や変更について対応できており、事業所側から。宿泊、通い、訪問のサービスの提案を行えている。
・利用者様の状況変化や自宅での生活の不安など職員間で情報共有し、必要時はご家族にも情報報告して利用者様の生活を支援する為のサービスの提案を行うよう努めている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・利用者様の状況変化について職員間で情報共有はできているが、その後どのように対応するのかがはっきり結論がでない事もあった。
・利用者様の体調の変化について、ご家族へ漠然と受診を勧めるが、詳しく説明する事ができない事もありスムーズな受診へつながらないケースもあった。



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・利用者様やご家族の体調面で心配な方など、連携を図り通いサービスだけではなく、訪問サービスや宿泊のサービスの提案を行ない、可能な限り状態観察が行えるような対応を検討していく。また、必要時は介護員以外でも看護師が電話などでご家族に利用者様の状態説明など行なう事で、自宅での対応の仕方や受診の依頼など行えるようにする。








事－⑤


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　６．連携・協働

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	3
	5
	5
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※昨年なかなか機会を持つ事ができなかった他事業所との会議について、再度管理者以外の職員が参加できるよう調整を図り、他事業所との関わりや利用者様への支援の調整等、職員が理解できるようにしていく。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・医療的な対応が必要な方に関して看護師が管理者とご家族や他機関との話し合いに参加した事はあったが、他事業所との会議については介護員が参加する機会は業務もありなかなか参加する機会がなかった。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	その他のサービス機関（医療機関、訪問看護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っていますか？
	5
	7
	1
	0
	13

	②
	自治体や地域包括支援センターとの会議に参加していますか？

	3
	8
	2
	0
	13

	③
	地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦人会、消防団等）の活動やイベントに参加していますか？
	4
	7
	2
	0
	13

	④
	登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民が事業所を訪れますか？

	6
	3
	4
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・外部の会議などは管理者が参加しており、必要な情報は申し送りなどで確認する事ができている。
・以前より面会が自由になった事で事業所にも様々な方の出入りが行えるようになった。外部の方が事業所に入ってくる事は職員の意識面においてもいい緊張感も持つ事ができる。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・他事業所や他機関とのやり取りは主に管理者が行なっており管理者が不在の時は他事業所への連絡が
うまく行えず後日の連絡になる事が多い。特に医療機関への連絡について介護員から連絡する機会が
ほとんどない為連絡する自信がない。



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・利用者様が通院している担当主治医や訪問看護の連絡先をまとめた書類を活用し、心配な状況がある方などは事業所からいつでも連絡できる体制を整える。






事－⑥


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　７．運営

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	7
	6
	0
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※ご家族とのやり取りについて職員が情報共有できる体制を継続して行く。利用者様やご家族からの意見や要望について、ミーティングでも話し合いの機会を持ち対応策を検討したのちに、連絡帳や口頭でご家族にしっかり説明できるよう努める。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・連絡帳や送迎時にご家族とコミュニケーションを取る事に努めて対応している。連絡に迷う際はその日の出勤者で相談してたり、難しい事などはリーダーや管理者に確認しながらしっかりとした説明をご家族にできるように対応している。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	事業所のあり方について、職員として意見を言うことができていますか？

	5
	5
	3
	0
	13

	②
	利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運営に反映していますか？

	6
	7
	0
	0
	13

	③
	地域の方からの意見や苦情を運営に反映していますか？

	5
	7
	1
	0
	13

	④
	地域に必要とされる拠点であるために、積極的に地域と協働した取組みを行っていますか？
	6
	6
	1
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・連絡帳や送迎時などでご家族からいただいた要望や依頼について、申し送りノートにしっかり記入や連絡帳のコピーを添付するなどして職員間で情報共有できるよう対応している。
・地域行事に利用者様が参加する事は難しい事が多いが、職員が参加して地域との関わりを持てるように対応している。
・送迎の際など利用者様宅へだけではなく近所の方などがいた際は積極的に挨拶するようにしている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・利用者様の持ち物について忘れ物が多くみられた。その都度対応策は検討し、実施しているが職員の意識をしっかり持たないと対応策も無意味になる事がある。
・職員の福祉従事の経験年数によって意見に差がある。若い職員はなかなか自信をもって意見が言えない。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・職員会議、ミーティングにおいて管理者やリーダーが話し合いを進行するだけではなく、全ての職員が情報を共有しやすいよう意見を求めたり、発言だけではなく事前の情報収集を行なう事で経験年数の浅い職員の意見を代弁できるようにしていく。







事－⑦





	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　８．質を向上するための取組み

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	６
	6
	１
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※引き続き、リスクマネジメントについての勉強会を定期的に行う事で知識を深める機会を設ける。事故やヒヤリハットの意義をしっかり理解する事でうまく活用し、職員のリスクマネジメントに対する意識を高める。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・リスクマネジメントの研修は定期的に行い、知識として深めていく事ができた。事故やヒヤリハットの再発防止策などについても職員が意識を持って取り組む事ができているが、ケースや利用者様が変わると応用する事ができない場面もみられた。
・意識は持っていてもふとした油断から事故なども発生してしまう事もあった。



◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	1 
	研修（職場内・職場外）を実施・参加していますか

	8
	5
	0
	0
	13

	②
	資格取得やスキルアップのための研修に参加できていますか

	4
	7
	2
	0
	13

	③
	地域連絡会に参加していますか


	1
	10
	2
	0
	13

	④
	リスクマネジメントに取組んでいますか


	8
	5
	0
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・以前よりも研修の機会が増え、業務を調整しながらできるだけ参加できるようにしている。
・外部の研修にも参加し、他施設や他事業所との交流も持つ事ができた。
・研修参加も意識的に行なっているが業務などで参加できない事もある。自身で気になった事をインターネットで調べたりする事で自己研鑽を行なっている。



	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・外部の研修に参加する職員は限られており、参加した事のない職員もいる。
・ヒヤリハットや事故報告書について、職員の経験年数が浅かったり、夜間に起きた事については対応策など相談する職員もおらず報告書の提出まで時間がかかる時がある。



	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・リスクマネジメントについて、定期的な研修を実施する事で、報告書の記載の仕方や事故、ヒヤリハットの原因や対応策の考え方などについて知識を深められるようにする。






事－⑧


	
事業所自己評価・ミーティング様式

	
	実施日
	令和７年９月10日（１６：３０～１７：３０）



	
　　９．人権・プライバシー

	
	ﾒﾝﾊﾞｰ
	小規模多機能型居宅介護担当職員10名
（欠席者３名からは後日意見聴取）



◆前回の改善計画に対する取組み状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	⓪
	前回の課題について取り組めましたか？


	8
	5
	0
	0
	13



	前回の改善計画
	

	※毎月のミーティングで人権・プライバシーについての話し合いや適宜研修を行なう事で継続して職員への意識付けの徹底を図っていく。
※職員の関係性を良好に保つ事で職員同士が声を掛け合いながら、メンタルヘルスについても相談しやすい環境を整えていく。

	前回の改善計画に対する取組み結果
	

	・人権、プライバシーについては定期的にミーティングや研修などで話し合いの場を設けている。
・若い職員には相談役の職員を配置する事で、働きやすい環境作りに務めている。




◆今回の自己評価の状況
	個人チェック集計欄
	よく
できている
	なんとか
できている
	あまり
できていない
	ほとんど
できていない
	合計（総人数）

	①
	身体拘束をしていない


	11
	2
	0
	0
	13

	②
	虐待は行われていない


	12
	1
	0
	0
	13

	③
	プライバシーが守られている


	10
	3
	0
	0
	13

	④
	必要な方に成年後見制度を活用している


	4
	8
	1
	0
	13

	⑤
	適正な個人情報の管理ができている


	10
	3
	0
	0
	13



	できている点
	200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

	・事業所、施設全体で人権やプライバシーについての話し合いや研修の場は定期的に設けている。
・面会者が増えている事で利用者様にはもちろん、ご家族や面会者への挨拶、接遇に関して以前より意識して行なう事ができている。




	できていない点
	200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

	・利用者様からフランクに接する事を求められる場面もあり対応に悩んだ事もある。
・利用者様同士のトラブルなど職員が間に入って対応する事があるが、興奮している利用者様への声掛けが難しいと感じる。




	次回までの具体的な改善計画
	（200字以内）

	・毎月のミーティングで人権、プライバシーについての話し合いや適宜研修を行なう事で、最新の情報も確認しながら継続して職員への意識付けの徹底を図っていく。
・身体拘束、虐待についてチェックシートを活用しながら職員自身の接遇や言動の振り返りを行なう機会を設け、常に意識して利用者様に対応できるようにしていく。




事－⑨


Ａ．事業所自己評価の確認
	№
	項目
	はい
	いいえ
	わからない

	１
	少なくとも常勤のスタッフが全員で事業所自己評価に取り組んでいることが確認できましたか？
	6
	0
	1

	２
	事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見が反映されていることが確認できましたか？
※ただし、ミーティングの場面では常勤職員の2/3以上の参加が望ましい
	6
	0
	1

	３
	前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組みが行われていましたか？
	6
	0
	1

	４
	今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に立てられていますか？
	6
	0
	1



	【上記４つのチェック項目に関する意見】
※結果ではなく、事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見
・全職員が事業所の自己評価に取り組み事業所のサービス提供の振り返りや反省が行われている事が分かった。この事を活かし課題をその都度修正していけるようにしてもらえればと思います。


	【前回の改善計画に対して意見】
※前回の改善計画に対しての取組み結果に対する意見
・９つの項目ごとにできている点やそうでない点などについても記載や説明があった。今後も職員間で話し合いをしながらより良い事業所にしてもらえればと思う。


	【今回の９つのテーマごとに記入された改善計画に対する意見】
・毎年新たな課題を設けて取り組んでいる事は大変だと思うが、職員がしっかり話し合ったなかでの課題だと思うので利用者様の為にもしっかり課題に取り組んでいただければと思います。


	【「自己評価」をテーマにした自由意見】
《利用者ご家族より》
・いつも細かい部分に気を配ってもらい、本人の事業所での様子なども報告いただきながら安心して利用させてもらっています。

《事業所より》
・職員の自己評価について、職員それぞれの想いや経験年数などによっても評価にばらつきがある。管理者やリーダーが中心となって今回でた課題について改善していけるよう取り組んでいければと考えている。


	【今回の改善計画】
・感染予防やリスク管理を行ないながら、利用者様の日々の活動や外出レクについてより充実するよう努めていく。
・職員に関して一人ひとりのスキルアップが図れるよう、研修への参加や人材育成を率先して行えるようにしていく。




地②－１


Ｂ．事業所のしつらえ・環境
	№
	項目
	はい
	いいえ
	わからない

	０
	前回の改善計画について取組んでいましたか？
	7
	0
	0

	１
	家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？

	7
	0
	0

	２
	事業所は、居心地がいい空間になっていますか？

	7
	0
	0

	３
	事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？

	7
	0
	0

	４
	日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？

	6
	1
	0



	【上記５つのチェック項目に関する意見】
・玄関先にいつも季節にあった飾りや利用者が行った創作物、日々の食事の写真などの掲示を行なっており、訪れた人の目をひく工夫がされている。

《事業所より》
・施設のカギについて、日中帯は基本的にフロアの出入り口等のカギは使用せず対応を行なっている。玄関においても利用者の離設防止の為に、押しボタン式の自動ドアではあるが、誰でも開けられるようになっている。


	【前回の改善計画】
・施設玄関や玄関すぐの地域交流ホールを活用し、訪れた方が施設の雰囲気を感じ取れるような装飾や環境整備を行なっていく。
・SNSの活用を行ない、施設内の行事や普段の生活などの情報発信を行なっていく。



	【「事業所のしつらえ・環境」をテーマにした自由意見】
《事業所より》
・これまで新型コロナウイルス以降減ってしまった家族の面会やボランティアについて、施設にもっと足を運んでいただけるよう体制や環境を整えていけるようにする。ＳＮＳに関しても施設内の生活の様子や行事の様子を情報発信として定期的に更新していく。


	【今回の改善計画】
・引き続き施設玄関や玄関すぐの地域交流ホールを活用し、訪れた方が施設の雰囲気を感じ取れるような装飾や環境整備を行なっていく。







地②－２



Ｃ．事業所と地域のかかわり
	№
	項目
	はい
	いいえ
	わからない

	０
	前回の改善計画について取組んでいましたか？

	7
	0
	0

	１
	職員はあいさつできていますか？

	7
	0
	0

	２
	事業所は、地域の方に知られていますか？

	7
	0
	0

	３
	何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場所になっていますか？
	7
	0
	0

	４
	事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加していますか？

	6
	0
	1




	【上記５つのチェック項目に関する意見】
・職員が運動会等、地域のイベントへ参加してくれたりしている。利用者も文化祭への作品展示など様々な活動へ参加している。

《事業所より》
・今後も町内会の活動などへ参加させていただき、羽陽の里が地域の方に認知していただけるよう地域との連携を図っていく。


	【前回の改善計画】
・地域貢献を念頭に置き、施設を地域の方に知っていただく為、地域行事や地域サロンへの協力、参加を継続して行なっていく。


	【「事業所と地域のかかわり」をテーマにした自由意見】
・施設として町内会にも参加してもらい、連携を図りながら地域の行事へも参加いただいている。

《事業所より》
・今後も町内会と連携を密に図り、様々な事へ協力していければと思っています。また、介護に関しての相談窓口になれるよう地域の方々との良好な関係に努めていければと思います。


	【今回の改善計画】
・地域サロン『こっ茶来い』への参加や協力をはじめ、地域行事等へ積極的に参加する事で地域との連携や貢献を含め、施設や職員と地域の関係性の構築に努める。







地②－３

Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み
	№
	項目
	はい
	いいえ
	わからない

	０
	前回の改善計画について取組んでいましたか？

	6
	0
	1

	１
	利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？

	7
	0
	0

	２
	利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われていますか？
	6
	0
	1

	３
	事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？

	7
	0
	0

	４
	利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっていますか？

	4
	0
	3



	【上記５つのチェック項目に関する意見】
《利用者ご家族より》
・色々企画していただいて、外出レクなども行なっている事を報告受けている。その様子を毎月の事業所広報誌やＳＮＳでも確認する事ができて家族でも大変喜んで拝見させていただいている。

《事業所より》
・Ｎｏ．４について、これまでも地域包括支援センターや他居宅介護支援事業所などとも協力して必要な際は情報を共有し、迅速に関われるように体制をとっている。


	【前回の改善計画】
・外出しての活動や施設外でのレクリェーションなどを計画する際、職員の考えだけではなく、利用者様の希望なども踏まえながらレクリェーション活動を実施する。


	【「地域に出向いて本人の暮らしを支えている」をテーマにした自由意見】
《事業所より》
・事業所内での行事や活動、外出レクなど毎月担当者を決め活動を行なっている。ただ、今年度は県内、市内でも熊の目撃情報が多く、外出レクなどは利用者様の安全を第一にし、秋の紅葉狩りなどはドライブのみとし、利用者様が外へ降りて散策を行なう事などは行なう事ができなかった。今後も感染症や地域の情勢を鑑みて判断していく必要がある。その中でなるべく利用者様には楽しんでいただける活動や行事、レクリェーションを企画していければと考えている。


	【今回の改善計画】
・今後も継続して利用者様の行事や外出レクに関して充実した活動が行えるよう計画し、実施していく。また、地域サロン『こっ茶来い』へ利用者様が参加できるよう検討していく。




地②－４

Ｅ．運営推進会議を活かした取組み
	№
	項目
	はい
	いいえ
	わからない

	０
	前回の改善計画について取組んでいましたか？

	7
	0
	0

	１
	運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていますか？
	7
	0
	0

	２
	運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われていますか？
	6
	0
	1

	３
	運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしていますか？
	7
	0
	0

	４
	運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？

	7
	0
	0



	【上記５つのチェック項目に関する意見】
・施設内の利用者や職員の活動報告、事故報告などわかりやすく資料にてこの会議にて報告を受けている。

《事業所より》
・Ｎｏ２に関して過去に事例を取り扱った事はあるが、個人情報の扱いの難しさなど課題は多い。今後もこの会議をきっかけに心配な方などがいれば、地域包括支援センターなどとも連携を図り対応していく。



	【前回の改善計画】
・運営推進会議を通して、施設が地域や地域包括支援センター、市役所との連携を図り、地域や市、福祉サービスの情報共有を図りながら、施設の状況や活動を報告していく。



	【「運営推進会議を活かした取組み」をテーマにした自由意見】
《事業所より》
・今後も地区の行事などについては町内会とも情報共有を図り、地域の活動など積極的に参加させていただく。



	【今回の改善計画】
・運営推進会議にて、施設や事業所の役割を皆様に伝えていく事で、地域福祉の拠点として地域包括支援センターや市役所との連携を図り心配な方などにも迅速に対応できる体制を整えていく。
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Ｆ．事業所の防災・災害対策
	№
	項目
	はい
	いいえ
	わからない

	０
	前回の改善計画について取組んでいましたか？

	7
	0
	0

	１
	事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？

	4
	0
	3

	２
	事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？

	6
	0
	1

	３
	事業所の防災訓練に参加したことがありますか？

	2
	4
	1

	４
	災害時、事業所は頼りになりそうですか？

	7
	0
	0



	【上記５つのチェック項目に関する意見】
・施設内での避難訓練などの計画や実施報告は運営推進会議の資料で報告を受けている。

《事業所より》
・施設内での避難訓練や、職員の伝達訓練など定期的に行なっている。その他、市や県で行なっている防災訓練にも参加するようにしている。今後、地域での福祉避難所として、もしもの時にでも地域の福祉防災拠点として機能していけるよう準備を行なっていければと思っている。


	【前回の改善計画】
・引き続き運営推進会議等で防災計画や避難訓練等の実施状況をお知らせするとともに地域との連携策を検討していく。



	【「事業所の防災・災害対策」をテーマにした自由意見】
《事業所より》
以前、地域の自主防災会にも所属させていただいたが、新型コロナウイルス発生を期にその参加が滞ってしまっていた。再度地域の自主防災会への参加を行なわせていただき、地域と連携した対応ができるようにしていければと思っている。


	【今回の改善計画】
・防災に関して地域との連携を図れるよう、自主防災会などにも参加する事で、地域の福祉防災拠点として機能していけるような体制を構築していく。
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	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表



	法人名
	社会福祉法人
　　　羽陽の里
	代表者
	理事長
　原田　則子
	
	法人・
事業所
の特徴
	利用者主体のサービスを提供するために、各職員が、まごころをもって、他の人を敬愛し、和をはかる「敬・実・和」の精神で毎日の生活支援に取り組みます。利用者お一人おひとりの声に耳を傾け、ご本人の希望や自己決定を尊重し日常生活に取り入れていくことで、家庭的でゆたかな生活を支援します。

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護事業所たかだま
	管理者
	鈴木　紳治
	
	
	



	参加者
	市町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	1人
	1人
	2人
	0人
	2人
	1人
	０人
	4人
	０人
	11人



	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の確認
	・職員が小規模多機能型居宅介護の地域における役割を十分に理解していけるよう、人材育成を行なっていく。また、利用者様との係わりやリスク管理、感染予防についての研修を行なう事で介護員個人のスキルも上げていく。
	・職員会議でも人材育成について話し合い人材育成の担当者を設ける事でスムーズな人材育成ができている。研修について、もっと職員が参加できる体制作りが必要である。
	・全職員が事業所の自己評価に取り組み事業所のサービス提供の振り返りや反省が行われている事が分かった。この事を活かし課題をその都度修正していけるようにしてもらえればと思います。
	・感染予防やリスク管理を行ないながら利用者様の日々の活動や外出レクについてより充実させていけるようにする。
・職員に関して一人ひとりのスキルアップが図れるよう研修への参加や人材育成を率先して行えるようにしていく。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	・施設玄関や玄関すぐの地域交流ホールを活用し、訪れた方が施設の雰囲気を感じ取れるような装飾や環境整備を行なっていく。
・SNSの活用を行ない、施設内の行事や普段の生活などの情報発信を行なっていく。
	・玄関や地域交流ホールを活用し、季節感を意識した飾り付けや利用者様の創作物や日々の食事の写真を掲示した。訪れた方にも好評で継続して実施していく。SNSに関しても日々の生活や活動の様子を今後も定期的に更新していく。
	・玄関先にいつも季節にあった飾りや利用者が行った創作物、日々の食事の写真のなどの掲示を行なっており、訪れた人の目をひく工夫がされている。
	・引き続き施設玄関や玄関すぐの地域交流ホールを活用し、訪れた方が施設の雰囲気を感じ取れるような装飾や環境整備を行なっていく。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	・地域貢献を念頭に置き、施設を地域の方に知っていただく為、地域行事や地域サロンへの協力、参加を継続して行なっていく。
	・地域町内会からも情報をいただき積極的に地域の行事などへ参加させていただいている。今後も関係性の構築に努め、地域貢献を行なっていけるようにしていく。
	・職員が運動会等、地域のイベントへ参加してくれたりしている。利用者も文化祭への作品展示など様々な活動へ参加している。
	・地域サロン『こっ茶来い』への参加や協力をはじめ、地域行事等へ積極的に参加する事で地域の方へ貢献できるようにし、施設や職員と地域の関係性の構築に努める。

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	・今後も継続して利用者様の行事や外出レクに関して充実した活動が行えるよう計画し、実施していく。また、地域サロン『こっ茶来い』へ利用者様が参加できるよう検討していく。
	・毎月担当者を決め、事業所での行事や外出レクなど利用者様から楽しんでいただけるような活動を企画、実施している。今年は熊の目撃情報などもあり活動の制限があったりもした。今後も情勢や感染症にも注意しながら利用者様の為の活動を計画していく。
	・色々企画していただいて、外出レクなども行なっている事を報告受けている。その様子を毎月の事業所広報誌やＳＮＳでも確認する事ができて家族でも大変喜んで拝見させていただいている。
	・今後も継続して利用者様の行事や外出レクに関して充実した活動が行えるよう計画し、実施していく。また、地域サロン『こっ茶来い』へ利用者様が参加できるよう検討していく。

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	・運営推進会議にて、施設や事業所の役割を皆様に伝えていく事で、地域福祉の拠点として地域包括支援センターや市役所との連携を図り心配な方などにも迅速に対応できる体制を整えていく。
	・運営推進会議にて日々の利用者様の生活や行事での様子など写真も掲載しながらよりわかりやすく報告できるよう努めている。
	・施設内の利用者や職員の活動報告、事故報告などわかりやすく資料にてこの会議にて報告を受けている。
	・運営推進会議にて、施設や事業所の役割を皆様に伝えていく事で、地域福祉の拠点として地域包括支援センターや市役所との連携を図り心配な方などにも迅速に対応できる体制を整えていく。

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	・防災に関して地域との連携を図れるよう、自主防災会などにも参加する事で、地域の福祉防災拠点として機能していけるような体制を構築していく。
	・施設内での避難訓練や職員の伝達訓練などを定期的に行なっている。また、市や県で行なっている防災訓練にも参加している。今後はより地域と協働しての活動を増やしていければと考えている。
	・施設内での避難訓練などの計画や実施報告は運営推進会議の資料で報告を受けている。

	・防災に関して地域との連携を図れるよう、自主防災会などにも参加する事で、地域の福祉防災拠点として機能していけるような体制を構築していく。




